











Young old's life style and consumer behavior 
(大阪大学大学院人間科学研究科)藤田綾子
Abs仕act
τ'he purpose of this study is to expect about young old's consumer behavior with也eirlife s匂rle.
Life sザlecl蹴 i:fyinto eight pattern with three factor， which are extract from life and economy 
sense.τ'hree factor紅巴 positiveor active， family or self oriented and econornical afford or也ri:ft.
Subject are 828 young olds， mean of age is 66 years. Result are that positive activity factor more 
inf1uences to consumer behavior for furniture，国vel，healthy food and theater ticket than 0也巴r白ree
factors. Family oriented factor in:fluences to for health and medical services. So也isstudy五ndout 
that lifestyle factors different influences to consumer behavior. 
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(5)有効回収数



















常に自己啓発や知的好奇心を持って生きる .775 .052 -.160 
人生は一度きりだから、やりたいことをやらなければ損である .736 . 188 ヘ075
映画、芝居、コンサートなど積極的に行く .689 .040 ヘ047
老後の生活を精神的に支えるものの一つが趣味 .653 .26 .ー206
旅行が好きである .602 .269 .ー022
いろいろの趣味を持っている .563 .351 .048 
仕事、趣味、地域など様々な友人がある .519 .309 .059 
仲間と何かをするときは提案者になる .517 .330 .117 
町内会など地域活動へ参加している .506 .129 "・021
近所の人の家によく行く .500 .304 .ー150
TV 、ラジオなどのCMは情報源とする .462 . 104 -.199 
TVなどでとりあげられたことを試すほうである .426 .163 、155
自分らしさが表現できる衣服を身につける .401 .209 .ー149
過去に比べて今は幸せ .255 .701 ヘ022
体力の続く限り仕事を続ける .301 .681 ヘ287
夫婦で共通の意味を持っている .361. .676 .ー387
経済面において老後の不安はない .337 .492 .082 
子供に財産を残したい .396 .474. -.206 
こどもと同居したい、あるいは同居している .226 .457 .20 
夫婦での会話、外出などよくある .397 .419 .022 
動物を身近に置いている 帯115 .412 .31 
現在の収入に満足しており、ゆとり感もある .178 .405 .ー428
自分自身より、誰かのためにお金を使いたい .323 .400 -.41 
現在の収入では限りがあるため生活は切りつめたい .312 句.150 .801 
人生を楽しく、充実させるためには時には資産の取り崩しが必要 .256 "・199 .765 
この先何があるかわからないので資産はできるだけ残しておきたい .278 -.021 .648 
これからは自分のためにお金を使いたい .217 .ー149 .456 
寄与率 5.522 3.524 2.915 











































因子 意 識 I E E N V 羽 W VJ[ (+ ) (ー)
活動性 積極的 ~ 消極的 + + 十 + 
家族志向 家族志向~個人志向 + + + + 
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図9 保健・医療サービスと類型














































健康食品 .714* .477 
演劇l等鑑賞 .810* .762* .786* 
介護サービス .333 .119 .290 .310 




















飽戸弘 1986 新しい消費者のパラダイム 中央経済社
藤田綾子 2000 高齢者と適応 ナカニシヤ出版





松原那智留 2003 購買行動に及ぼす知覚されたリスクの影響一若者と高齢者の比較 京都光
華女子大学卒業論文
B.L.Neugarten， R.J. Havighurst. and S.S. Tobin 1996 Personality and Patterns of Aging 
in D.A. Neugarten，(ed) The Meaning of Age， Chicago 
Reichard，L.S. et Al 1962 Aging and Personality， J ohn Wiley and Sons 
鈴木万希枝 1993 消費者の情報探索に及ぼす知覚されたリスクの影響 社会心理学研究
9 (3) pp.195-205 
*本研究は、財団法人大阪府地域福祉推進財団が企画して行った「高齢者の消費行動に関する
調査」の一部を分析したものである。筆者は、調査の企画、分析、検討について責任者とし
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